
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育ＩＣＴ推進班は，令和６年度スローガンとして「意識改革～トランスフォーメーション～」を掲げま

した。県内の多くの学校では下に示す教育 DXの第 2段階に進みつつあります。この第 2段階や第 3段階に進む

ための意識改革として，①子供自身が ICTを捜査して学ぶ時間の確保，②授業，学びを「コントロールする」か

ら「コーディネートする」へのマインドセットの変換，③家庭学習こそ子供たちの主体的な学びが発揮されるチ

ャンスとして，３つの視点が必要であると考えています。当班では，このキーワードを基に様々な事業を展開し

て参りますので，鹿児島県全体の「教育の情報化」推進に向けて，引き続きご協力をいただきますようお願いい

たします。 

学校教育ＩＣＴ推進班では，県全体のＩＣＴ活用の充実

Microsoft Teams を使った教職員の情報交流のためのプラッ

トホーム「KagoGIGA 情報交流室」を開設しています。 

チャットでは，他校の先生方と取組を紹介し合ったり，相談

し合ったりすることもできます。登録者数は，令和６年４月末

現在，１２００人を超えています。 

まだまだたくさんの方に登録していただき，県全体で盛り上

がっていきたいと考えています。まだ登録されていらっしゃら

ない方は是非ご登録ください。また，登録されていない方へ是

非お薦めください。 

県教委では，令和４年度から必履修化され，今年度実施の大学入学共通テス

トに追加される「情報Ⅰ」の指導体制の確保及びプログラミング等の教科指導

の充実を図り，デジタル社会に生き，これからの社会を創っていく生徒の情報

活用能力育成のために，ライフイズテック株式会社（ https://life-is-

tech.com）と連携協定を結びました。 

今後，今年度中に，担当教員向けの研修会の実施や，導入高校への教材の提

供，学習後の効果測定等の取組を行う予定です。 

 この取組を通して，「情報Ⅰ」の授業におけるプログラミング教育が充実す

るのみならず，生徒が「総合的な探究の時間」や部活動等においても，必要に応

じてプログラミング等の知見が活用できるようになることを期待しています。 


